
東海の建築アーカイブ 2021 

『Handa Downtown Regeneration Workshop 2021』 
1. ワークショップの概要 

このワークショップ（WS）は、愛知県半⽥市を舞台に歴史的建造

物等を軸とし、まち全体の活性化提案を⾏うものである。3 ⼤学の

多学年の学⽣有志 12 名が参加し、3 チームに分かれて、現地調査、

シート・模型の作成、プレゼンテーションを⾏った。提案に際し、

半⽥市・地元企業・建物所有者など関係者へのヒアリングや中間プ

レゼンを⾏い、まちづくりの当事者の率直かつ現実的な意⾒を提案

に反映させることが求められた。最終報告会は 2021 年 12 ⽉ 22 ⽇

に「春扇楼 末廣」で⾏われた。事業スキームを交えた具体的な提案

に⽿を傾ける関係者らからは「実際に検討してみたい」といった意

⾒があがった。提案だけにとどまらず、実現を視野に⼊れた活動への発展が期待できる報告会となった。 

また、本 WS は⽇本建築学会東海⽀部設計計画委員会事業「東海の建築アーカイブ 2021」の取材対象である。⼀連の

活動を映像として記録し公開することで、まちづくりや歴史的建造物の今後のあり⽅や、学⽣が社会的課題に対し協働で

取り組む姿勢を通して、建築デザインの醍醐味を伝える役割も担っている。動画公開は 2022 年 3 ⽉末である。 

2. スケジュール 
2021/9/30 学⽣参加によるキックオフミーティング（Zoom） 

2021/10/3 現地⾒学会 「末廣」「半⽥運河」「AVIX」「ミツカン本社」「旧中埜半六邸」の⾒学 

関係者へのヒアリング 建物所有者、半⽥市、地元企業、観光協会スタッフなど 

2021/11/18 中間報告会（Zoom） 

2021/12/22 最終報告会 会場︓「春扇楼 末廣」 参加者︓学⽣ 13 名、教員 5 名、関係者 11 名 合計 29 名 

3. 提案 
「マスタープラン」チーム 

これまで、半⽥市中⼼部は JR 武豊線により⼈の流れが東⻄に分断されていた。そこで本計画では、JR 半⽥駅の⾼架化

事業を契機に、歩⾏者主体の歩いて楽しい回遊性のまちとなることを⽬指した。歩いて楽しむには五感に働きかける仕掛

けが必要との視点に⽴ち、「⾵景」「⾳⾊」「⾹り」「アクティビティ」「グルメ」の 5 つの要素を 16 の提案にちりばめた。

駐⾞場の⼀部を利⽤し、⼦どもに紙芝居を聞かせる「新美南吉作品の紙芝居」、対象エリアに複数設置された⼿形板に⼿形

を押してまち歩きを楽しむ、「飲⾷店と提携した⼿形ラリー」などが⽰された。 



「春扇楼 末廣」チーム 

知多半⽥駅から半⽥運河にいたる御幸通りに位置する、

⽼舗料亭「末廣」の再⽣計画である。芸者のもたらす「⾳

楽」と料亭の「⾷」をキーワードに、「末廣」の本来の役割

を活かしつつ、半⽥の新しい拠点となる提案を⾏った。ま

ず「末廣」の残すべき機能・場所として、1 階の弁柄⾊の

壁や⽯畳みの床、料亭の⾯影を⾊濃く残す調理場、2 階の

⼤広間と舞台、トラス構造の吊り天井を選定した。そのう

えで「⾳楽」については、2 階の⼤広間を活かした地元住

⺠の⾳楽の発表の場とした。また、通りに⾯した⼀部壁を

撤去し、屋外ステージを計画することで、⾳があふれ出し

によるまち歩きの誘発を狙った。「⾷」については料亭の個

室を活かした茶室、シェアキッチンを提案した。 

「AVIX」チーム 

店舗兼住⼾として利⽤されていたパチンコ店「AVIX」の

改修計画である。周辺施設の調査から「AVIX」のターゲッ

トを前乗りの観光客、半⽥に滞在するビジネス客に設定し

た。1 階は観光案内所、レンタサイクルスペース、イベン

トスペースを備え、半⽥の観光をサポートする場とした。

2 階は愛知県の⽊製家具を体験・体感でき、夜間はそのま

ま宿泊できる、家具の展⽰エリア兼宿泊施設を備えた。こ

れにより地元産業を⽀え、半⽥地域と訪問者を繋ぐことを

⽬指した。外観は藏のまちエリアの要素に合わせた⿊塗り

の⽊質壁を提案した。 

4. メンバー 
〇学⽣ 

マスタープランチーム︓堀江僚太（⽇福⼤ B3）⼩笠原ひなこ（⽇福⼤ B3）森元⼤成（名⼯⼤ M1）⼭本隆平（名⼯⼤ M1） 

「末廣」チーム︓鈴⽊媛⼦（名⼯⼤ M1）武安のどか（椙⼭⼤ B3）對島綾⾳（椙⼭⼤ B2）⼾⽥洋輝（⽇福⼤ B2） 

「AVIX」チーム︓清⽔將喜（名⼯⼤ M1）中⼭晋吾（名⼯⼤ M1）菅沼久実（⽇福⼤ B3）松井琉海（⽇福⼤ B3） 

撮影・編集︓⽥原弘基（⽇本福祉⼤学 B4） 

〇指導教員 

村上 ⼼（椙⼭⼥学園⼤学・教授）、南 泰裕（国⼠舘⼤学・教授）、夏⽬欣昇（名古屋⼯業⼤学・准教授）、坂⼝⼤史（⽇

本福祉⼤学・准教授）、井澤 幸（椙⼭⼥学園⼤学・助教） 

〇関係者（五⼗⾳順） 

浅井信義、池脇啓太（半⽥市観光協会）、市川秀典（⼋洲建設（株））、⼩澤巧太郎（（株）⽵中⼯務店）、沢⽥雅史（（株）

ミツカングループ）、⽥中賢（半⽥市建築課）、松⾒直美、⽔野貴之（⼋洲建設（株））、森⽥亜⼸（（社）Families Change） 

 

事業主体 ⽇本建築学会東海⽀部設計計画委員会 

東海の建築アーカイブ http://tokai.aij.or.jp/archive.html 


